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き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

一
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

鷺．驚 Ncx800 
人口と世帯 

12月28日現在（）内は前回比、男23,706 (+16）女26,302 (+4）計50,008 (+20）世帯16,805 (+H) 

ね
ら
い
を
定
め
て
 

今
年
も
い

く
ぞ
！

・
 

、
  

一
月
九
日
、
三
道
会
館
で
、
小
・
中
・
高
、
 一般
と
、
市
民
約
百

人
が
参
加
し
て
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
の
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
一
年
の
精進
と
安
全
を
祈
願
、
早
速
初
げ
い
こ
が
始
ま
り
、
 

館
内
に
は
子
供
達
の
気
合
い
の
入
った
か
け
声
が
大
き
く
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。
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は
た
ち
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出
発
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声
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成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
成
人
に
な
ら
れ
た
方
は
、
昭
和
四
十
八
年
四月
一
一
日
から
昭

和
四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
三
百
三
十
四
人
、
女

性
三
百
三
十
六人
の
計
六
百七
十
名
で
す
。
 

一
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館
を
会
場
に行
わ
れ
た
成
人
式
に
は

四
百
一
一
十
一名
の
新
成
人
と
、
佐
々
木
市
長
を
は
じめ
、
来
賓
が
出

席
、
新
成
人
の
門
出
をお
祝
い
し
ま
し
た
。
 

新
成
人
に
よ
る
「
は
た
ち
の
主
張
」
と
「
成
人
の
誓
い」
の
他
、
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
東
小
学
校
三
弦
会
に
よる
津
軽
三
味
線の

演
奏
も
披
露さ
れ
、
久
方
ぶ
り
の
友
達
と
の
再
会
もう
れ
し
い
、
お

だ
や
か
な
成
人
の
日と
な
り
ま
し
た
。
 

⑥
発
表
さ
れ
た
一
一
人
の
、
 
「は
た
ち
の
主
張
」
を
紹
介
し
ま
す
。
 

成?

人

式

成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
成
人
に
な
ら
れ
た
方
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
田
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
三
百
三
十
四
人
、
女

性
三
百
三
十
六
人
の
計
六
百
七
十
名
で
す
。

一
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
成
人
式
に
は

四
百
二
十
一
名
の
新
成
人
と
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
が
出

席
、
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

新
成
人
に
よ
る

「は
た
ち
の
主
張
」
と

「成
人
の
誓
い
」
の
他
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
東
小
学
校
三
弦
会
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

演
奏
も
披
露
さ
れ
、
久
方
ぶ
り
の
友
達
と
の
再
会
も
う
れ
し
い
、
お

だ
や
か
な
成
人
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

@
発
表
さ
れ
た
二
人
の
、

「は
た
ち
の
主
張
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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、
）
 原
発声け
 

（
市
内
新
宮
岡
田
）
 

‘
 
「
郷
土
の
更
な
る
 

本
日
は
、
こ
の
様
に
盛
大
な
成

人
式
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
 

成
人
式
を
迎
え
、
責
任
あ
る
社

会
人
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

先
は
自
分
と
の
勝
負
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

私
は
今
北
海
道
の
短
大
に
通
っ

て
お
り
、
こ
の
四
月
か
ら
札
幌
に

就
職
し
ま
す
。
親
元
か
ら
大
分
離

れ
て
自
立
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
は
、
「」
 

れ
か
ら
が
正
念
場
だ
と
期
待
と
不

安
で

一
杯
で
す
。
私
達
の
中
に
は
、
 

も
う
既
に
実
社
会
に
出
て
働
い
て

い
る
人
も
い
れ
ば
、上
級
学
校
に

進
学
し
て
社
会
に
出
る
人
も
い
ま

す
。
皆
生
き
方
は
違
い
ま
す
が
各

々
が
一
人
の
価
値
あ
る
人
間
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
許
さ
れ
る
こ
と
の
有
 

渡
辺
 
美
佳
さ
ん
 

（
市
内
八
重
菊
）
 

無
・
範
囲
が
定
め
ら
れ
、
又
、
大

人
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
私
は

未
だ
社
会
の
厳
し
さ
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
 こ
れ
か
ら
学
ぶ
べ
き
事
も

沢
山
有
る
し
、
毎
日
勉
強
し
成
長

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
為
に
も
も
っ
と
視
野
を
広
げ
、
 

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
自
分
を
厳

し
く
み
つ
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

私
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
注
意
し

て
い
く
べ
き
点
は
言
葉
で
す
。
今

ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
言

葉
程
重
要
で
怖
い
も
の
は
無
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
暖
味
に
言
葉

を
操
る
の
で
は
な
く
、
慎
重
に
考

え
て
言
葉
を
選
ば
な
く
て
は
、
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。
 

私
は
、
常
に
3
C
と
い
う
の
を

心
に
留
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
 

日
本
語
で
言
う
と
「
自
分
に
与
え
 
 

ら
れ
る
、
或
い
は
自
分
で
掴
ん
だ

チ
ャ
ン
ス
は
確
実
に
自
分
の
も
の

と
し
、
実
行
す
れ
ば
、
最
終
的
に

必
ず
何
か
に
貢
献
で
き
る
」
 
と
い

う
こ
と
で
す
。
 

人
生
と
は
、
可
能
性
に
満
ち
溢

れ
た
も
の
で
す
。
可
能
性
を
最
大
 

本
日
は
、
私
達
が
成
人
と
し
て

第
二
の
人
生
を
踏
み
出
す
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
式
を
開

催
し
て
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
市
長
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私
達

を
励
ま
し
、
御
指
導
し
て
下
さ
っ

た
恩
師
、
今
ま
で
育
て
て
下
さ
っ

た
両
親
へ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
 

私
達
は
今
日
ま
で
、
両
親
や
地

域
社
会
の
保
護
の
も
と
に
過
ご
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
大
人
の
仲
 
 

,
 

限
に
引
き
延
ば
し
て
、
充
実
と
感

動
に
満
ち
た
人
生
と
な
る
よ
う
精

進
し
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

間
入
り
を
果
た
し
た
今
、
社
会
の

一
員
と
し
て
、
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
少
し
不
安
で
は
あ

り
ま
す
が
、
同
時
に
大
い
な
る
誇

り
で
あ
り
、
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
現
在
大
学
で
社
会
学
を

学
ん
で
お
り
ま
す
。
社
会
科
の
教

師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
、
 

教
育
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
こ

と
、
教
師
と
し
て
の
姿
勢
な
ど
を

身
に
着
け
る
た
め
に
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
教
わ

る
側
だ
っ
た
私
が
教
え
る
側
の
立

場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
た
時
、
 
 

今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
物

事
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
、
 

と
て
も
新
鮮
で
、
興
味
深
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
 

私
達
の
仲
間
に
は
既
に
就
職
し
、
 

働
い
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
私
と

同
じ
よ
う
に
ま
だ
学
生
で
勉
学
に

励
ん
で
い
る
人
、と
様
々
で
す
が
、
 

こ
れ
ま
で
私
達
を
暖
か
く
育
ん
で

く
れ
た
郷
土
へ
、
今
度
は
私
達
が

恩
返
し
を
す
る
番
で
す
。
こ
の
郷

土
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り

と
し
、
郷
土
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
二
十
一
世
紀
を
担
う

世
代
と
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
な

甘
い
考
え
で
は
な
く
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行

動
を
心
が
け
五
所
川
原
市
発
展
の

た
め
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

,
 

「可
能
性
を
 

最
大
限
に

ー
」
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た
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、
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は
私
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が
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の
郷

土
に
生
ま
れ
育

っ
た
こ
と
を
誇
り

と
し
、
郷
土
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、

二
十

一
世
紀
を
担
う

世
代
と
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
な

甘
い
考
え
で
は
な
く
、
大
人
と
し

て
の
自
党
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行

動
を
心
が
け
五
所
川
原
市
発
展
の

た
め
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

平成6年2月1A 3 



市
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
九
年

合
併
当
時
は
、
三
万
六
千
五
百
人

で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
七

年
の
五
万
三
千
二
百
八
十
七
人
を

最
高
に
、
年
々
、
出
稼
ぎ
等
で
人

口
が
流
出
、
減
少
し
続
け
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
に
、
漆

川
工
業
団
地
を
造
成
し
、
企
業
を

誘
致
し
て
以
来
、
二
千
人
の
若
者

が
働
く
な
ど
、
遂
に
平
成
六
年
一

月
に
は
、
か
つ
て
の
五
万
と
い
う

数
字
を
回
復
、
五
万
八
人
と
な
り

ま
し
た
。
 

一
月
十
四
日
、
市
で
は
、
五
万

人
目
の
市
民
を
記
念
し
、
平
成
五

年
十
二
月
二
十
三
日
に
誕
生
し
た
、
 

田
村
朱
荊
ち
ゃ
ん

（父
守
さ
ん
、
 

母
明
美
さ
ん
）
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
市
制
施
行
四

十
周
年
の
新
年
に
、
人
口
が
よ
う

や
く
五
万
人
台
と
な
り
、
誠
に
お

め
で
た
い
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
健

や
か
に
成
長
し
て
下
さ
い
」
 
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

お
父
さ
ん
の
守
さ
ん
も
、
 「改

め
て
市
の
人
口
を
見
直
す
機
会
と

な
り
、
本
利
に
は
、と
て
も
記
念

す
べ
き
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。」
と
、
 

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

す
や
す
や
眠
「
て
い
る
朱
荊
ち

ゃ
ん
、元
気
に
育
っ
て
下
さ
い
ね
。
 

朱荊ちゃんとお母さん 

葬
漁
選

滞
犠
巌
機
濠
撮
襲
際
難
叫
 

ユ
牟
ぶ
～以
、頑
五
万
夷
目
の
市
民
ど
畿
っだ
集
 

あ
か
り
 

田
村

朱

荊
ち
ゃ

ん
（
若
葉
三
丁
目
ニ
）
 

年
立
つ
や
か
ざ
す
腕
の
筋
張
り
て
 

内
山
 
涛
村
 

新
年
や
無
事
な
る
顔
の
箸
を
と
る
 

対
馬
 
陣
子
 

や
 

ま
 

新
年
の
岩
木
山
の
高
さ
や
一
望
に
 

小
野
 
雪
村
 

は
く
製
の
鷹
の
目
欄
々
年
新
た
 

坂
田
 
雑
人
 

新
年
や
孫
の
活
け
た
る
花
の佳
き
 

大
屋
久
美
子
 

老
ゆ
る
と
は
角
と
れ
る
こ
と
年
新

た
 
工

藤
 
仙
峯
 

新
年
の
風
や
わ
ら
げ
る
船
だ
ま
り
 

菊
池
シ
ュ
ン
 

年
明
く
る
鴨
晴
き
集
う
旧
十
川
 

三
和
 
筆
村
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句
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

平
成
六
年
一
月
一
日
よ
り
、児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、全
国
一

斉
に
、「主
任
児
童
委
員
」
制
度
が
発
足
、
当
市
で
は
定
数
六
名
と
な

り
、次
の
方
々
が
、厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
（敬
称
略
）
 

〇
楢
崎
裕
子
（
敷
島
町
四
九
・
会
 
お

り
と
な
り
ま
す
。
 

社
員
）
 
一
、

児
童
館
の
あ
り
方
を
考
え
た
 

〇
白
戸
洋
子

（
布屋
町
一
〇

・
商
 

り
、
不
登
校
児
童
の
対
策
に
当
た
 

業
）
 

り
ま
す
。
 

〇
阿
部
悦
子
（
み
ど
り
町
一
ー
二
 
二
、

児
童
を
と
り
巻
く
家
庭
や
生
 

・

無
）
 
活

環
境
を
調
査
し
、
行
政
機
関
等
 

〇
島
谷
せ
つ
子
（
一
野坪
坪
実
一
 

へ
提
言
し
ま
す
。
 

・

農
業
）
 
三
、

保
育
所
な
ど
を
拠
点
と
し
た

〇
エ
藤
融
」
（
浅
井
色
吉
一
三
九
 

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。
 

・農
業
）
 
四
、

児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
し

〇
片
山
幸
男
（
川
山
森
内
八
七

ー
 

ま
す
。
 

一
・
農
業
）
 
こ

の
他
、
子
供
会
ゃ
、
各
関
係

任
期
は
平
成
六
年
一
月
一
日
よ
 

機
関
を
支
援
す
る
な
ど
、
子
供
の

り
、
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
 
健
全
な
育

成
の
た
め
に
活
躍
し
て
 

で
、
職
務
の
主
な
内
容
は
次
の
と
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

曾
意

の
花
か
④
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
大
坂
京
（
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一
五
）
廿
一
万
二
百
二
十
六
円
。
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店
（
中
村
英
則
店
長
）
廿
傘
他
二
十
五
点
、
二
回
分
。
 

,
 

静
鞭
鰯
鷺
緩
鰍
難
欝
瀞
 

ー
全
国
一

斉
 

「主
任
児
童
委

員
」
制
度
発
足

ー
 

市
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
九
年

合
併
当
時
は
、

三
万
六
千
五
百
人

で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
七

年
の
五
万
三
千
二
百
八
十
七
人
を

最
高
に
、
年
々
、
出
穣
ぎ
等
で
人

口
が
流
山
、
減
少
し
続
け
て
い
ま

し
た
が
、
附
和
六
十

一
年
に
、
漆

川
工
業
同
地
を
造
成
し
、
企
業
を

誘
致
し
て
以
来
、

二
千
人
の
若
者

が
働
く
な
ど
、
遂
に
平
成
六
年

一

月
に
は
、
か
つ
て
の
五
万
と
い
う

数
字
を
州
復
、
五
万
八
人
と
な
り

ま
し
た
。

一
月
十
四
日
、
市
で
は
、
五
万

人
目
の
市
民
を
記
念
し
、
平
成
五

年
卜
二
月
二
十
三
日
に
誕
生
し
た
、

田
村
朱
利
ち
ゃ
ん

(父
守
さ
ん
、

母
明
美
さ
ん
)
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
市
制
施
行
四

十
周
年
の
新
年
に
、
人
口
が
よ
う

や
く
五
万
人
台
と
な
り
、
誠
に
お

め
で
た
い
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
健

や
か
に
成
長
し
て
下
さ
い
」
と
お

祝
い
の
一
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
守
さ
ん
も
、
「
改

め
て
市
の
人
口
を
見
直
す
機
会
と

な
り
、
朱
荊
に
は
、
と
て
も
記
念

す
べ
き
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。」と
、

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

す
や
す
や
眠
っ
て
い
る
朱
利
ち

ゃ
ん
、
元
気
に
育
っ
て
下
さ
い
ね
。

朱荊]ちゃんとお母さん

「全
国

一
斉

「
「
主
任
児
童
委
員
」

制
度
発
足

平
成
六
年
一
月
一
日
よ
り
、
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
全
国
一

斉
に
、
「主
任
児
童
委
員
」
制
度
が
発
足
、
当
市
で
は
定
数
六
名
と
な

り
、
次
の
方
々
が
、
厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

(敬
称
略
)

O
楢
崎
裕
子

(
敷
島
町
四
九
・
会

社
員
)

O
白
戸
洋
子

(
布
屋
町

一
0
・
商

業
)

O
阿
部
悦
子

(
み
ど
り
町

一

二

・
無
)

O
島
谷
せ
つ
子

(
一
野
坪
坪
実
一

・
農
業
)

O
工
藤
融
二

(浅
井
色
吉

二
ニ
九

・
農
業
)

O
片
山
幸
男

(川
山
森
内
八
七
|

一
・
農
業
)

任
期
は
平
成
六
年
一
月
一
日
よ

り
、
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日
ま

で
、
職
務
の
主
な
内
容
は
次
の
と

善
意
の
犯
か
ご

お
り
と
な
り
ま
す
。

一
、
児
童
館
の
あ
り
方
を
考
え
た

り
、
不
登
校
児
童
の
対
策
に
当
た

り
ま
す
。

二
、
児
童
を
と
り
巻
く
家
庭
や
生

活
環
境
を
調
査
し
、
行
政
機
関
等

へ
提
言
し
ま
す
。

三
、
保
育
所
な
ど
を
拠
点
と
し
た

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

四
、
児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。こ
の
他
、
子
供
会
や
、
各
関
係

機
関
を
支
援
す
る
な
ど
、
子
供
の

健
全
な
育
成
の
た
め
に
活
路
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
大
坂
京

(
一
ツ
谷
一
一
五

l
一
五

)
l
一
万
二
百
二
十
六
円
。

O
側
中
三
五
所
川
原
庖

(
中
村
英
則
庖
長

)
H傘
他
二
十
五
点
、
二
回
分
。

隆司

団

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

年
立
つ
や
か
ざ
す
腕
の
筋
張
り
て

内

山

涛

村

新
年
や
無
事
な
る
顔
の
箸
を
と
る

対
馬

華斤
年
σ〉
岩や
木
叫Jま
σ〉
高

ノj、さ
里子ふや

雪望
村- (二

は
く
製
の
鷹
の
目
畑
々
年
新
た

坂

田

雑

人

新
年
や
孫
の
活
け
た
る
花
の
佳
き

大
屋
久
美
子

老
ゆ
る
と
は
角
と
れ
る
こ
と
年
新

た

工

藤

仙

峯

新
年
の
風
や
わ
ら
げ
る
船
だ
ま
り

菊
池
シ
ュ
ン

年
明
く
る
鴨
暗
き
集
う
旧
十
川

三
和

筆

村
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地
域
の
中
で
何
か
行
事
が
あ
る
時
、
き
ま
っ
て
顔

を
出
す
の
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
四

年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
立
林
安
治
さ
ん
を
代
表

に
、
三
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
、
現
在
会
員
は
七
十

名
で
す
。
 

市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
も
と
よ
り
、
 

西
北

・
県
下
と
出
場
、
こ
れ
ま
で
数
回
優
勝
し
ま
し

た
。
 

村
の
行
事
で
あ
る
、
正
月
の
裸
参
り
や
、
毎
年
、
 

夏
休
み
に
行
わ
れ
る
子
供
会
の
火
ま
つ
り
な
ど
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
 「冬
は
ス
キ
ー
で
す

ね
。
そ
れ
と
室
内
で
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
も
い
い
で
す

ね
。
夏
も
冬
も
ス
ポ
ー
ツ
が
い
ち
ば
ん
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
夫
婦
で
参
加
し
て
い
ま
す
か
ら
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
。」
と
会
員
の
乳
井
成
男
さ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
村
の
 
「獅
子
会
J
r津
軽
凧
の
会
」
 

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
、
明
る
く
抱
負
を
語

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

訪問 

露＠暦＠）β17」内 

青年部・婦人部 

『
ス
ポ

ー
ツ
が
い

ち
ば

ん
』
 

飯
詰

・
飯
詰
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
 

、
求

と
私
ん

u⑩
 

rnご
紀
 

フ
ア
レ

ノ
 

。フ
、
ンス
」
 

胡
蝶
蘭

」
 

花
は
、
さ
つ
き
、
蘭
が
好
き
で
す
ね
ェ
。
特
に
胡
蝶
蘭
は
、
冬
か

ら
春
に
か
け
て
次
々
に
白
い
花
が
咲
き
、
開
花
期
の
長
い
花
で
す
ね
。
 

高
温
、
多
湿
、
通
風
、
水
は
け
の
良
い
土
が
好
き
で
、
冬
以
外
は
直

射
日
光
に
は
弱
い
よ
う
で
す
よ
。
 

野呂 操さん 

（松島町 2丁目） 蘭
類
は
、
最
低
で
も
五
、
 

六
度
は
ほ
し
い
の
で
、
「
」
 

う
し
て
温
室
を
作
っ
て
、
 

冬
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
と
蒸

気
は
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
今
、
シ
ン

ビ
ジ
ュ
ウ
ム
が
つ
ぼ
み
を

も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

と
ー
カ
月
も
し
た
ら
温
室

中
が
満
開
、
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
 

蘭
 

蝶
 

胡
 

5 平成6年 2月 1日 

花
は
、
さ
っ
き
、
附
が
好
き
で
す
ね

ェ。

特
に
間
川
町
的
は
、
冬
か

ら
#
に
か
け
て
次
々
に
れ
い
い
化
が
吠
き
.
山
北
川
の
長
い
い
化
で
す
ね
。

山
品
、

多
沼
、
通
風
、
本
は
け
の
良
い
卜
が

川町
き
で
、
久、
、以
外
は
山

射
日
光
に
は
弱
い
よ
う
で
す
よ。
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野田 操さん

(松島町2丁目)関
知
は
、
品
低
で
も
江、

ハハ
度
は
ほ
し
い
の
で
、
こ

う
し
て
温
宅
を
作

っ
て、

冬
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
と
蒸

気
は
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

蘭

し
て
い
ま
す
。
今
、
シ
ン

蝶

ビ
ジ
ユ
ウ
ム
が
つ
ぼ
み
を

胡

も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

と

一
カ
円
も
し
た
ら
祖
室

巾
が
満
開、

と
い

っ
た
と

こ
ろ
で
し
よ
う
か
。
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市
民
の
く
ら
し
を
守
る
 

臨
難
か
鷲親
 

m繊
難
繊
「
 

喜W喜W星
 
‘
 

麟
淑11」
 

”
少
」
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臼D0目図《マ昌妙目）も 

冬やすみ麟 

子どものつどし 
市立図書館 

夢ンン 

初心者スキー講習会 

平成6年 2月1日 6 

五
所
川
原
警
察
署
（
白
取
櫓
署

長
）
で
は
、
 一
月
七
日
、
警
察
活

動
に
協
力
さ
れ
た
市
内
六
団
体
と

個
人
二
十
人
に
対
す
る
感
謝
状
の

贈
呈
と
優
良
警
察
職
員
を
表
彰
し

ま
し
た
。
 

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 
 

⑥
警
察
協
力
者
 

団
体
①
N
T
T
五
所
川
原
支
店
②

東
和
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

（
金太

郎
温
泉
）
③
青
森
県
経
済
農
業
協

同
組
合
五
所
川
原
支
所
④
有
限
会

社
津
軽
車
輔
サ
ー
ビ
ス
⑤
有
限
会

社
相
互
土
木
⑥
五
所
川
原
地
区
公

益
事
業
等
暴
力
対
策
協
議
会
 

個
人

・
川
浪
豊
登
・
三
上
昭
造
・

浅
利
正
衛
・
山
口
徳二
・
丸
海
老

祐
造
・
木
村
登
吉
・
中
野
昭
六
・

鶴
谷
正
一

・
平
泉
友
弘

・
半
津
弘

通
・
田
中
公
雄
・
白
戸
千
之

・
前

田
斉

・
永
響
宋
一
・
木
村
省

一
・

水
島
勲
・
寺
田
武
造
・
安
田
聖
道
 

・

笹
森
操

・
斉
藤
博
行
 

⑥
優
良
警
察
職
員
 

・

今
和
彦
・
藤
田
明
彦
・
葛
西
忠
 

・

中
川
喜
文
・
須
藤
克
美

・
鎌
田

行
剛

・
池
田
裕
・
向
井
正
人
・
岡

田
信
一

・
富
谷
正
寿

・
佐
藤
浩
・

柿
崎
繁
信

・
川
端
学
・
崎
野
辰
生
 

・

夏
坂
美
恵
子
・
石
川
文
仁
 

《
 

狼
野
長
根
公
園
を
会
場
に
、
 一

月
十
五
日
、
小
・
中
学
生
か
ら
大

人
ま
で
、
約
七
十
人
が
参
加
し
て

初
心
者
ス
キ
ー
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

の
親
切
な
指
導
に
、
初
め
て
ス
キ
 

ー
に
挑
戦
と
い
う
人
達
も
、
方
向

転
換
か
ら
始
ま
っ
た
講
習
に
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
次
第
に
上
達
、
 

白
一
色
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
 

一
月
十
三
日
、
市
立
図
書
館
で

行
わ
れ
た
冬
や
す
み
子
ど
も
の
つ

ど
い
に
は
、
保
育
園
児
や
小
一
 
、
 

父
兄
達
、
約
六
十
名
が
参
加
し
て

人
形
劇
の
「
金
多
・
豆
蔵
」
 
や
、
 

映
画
「
白
馬
と
ぺ
ぺ
ロ
少
年
の
冒

険
」
を
観
ま
し
た
。
 

金
多
・
豆
蔵
は
、
小
学
校
五
年

生
の
と
き
か
ら
演
じ
て
い
る
、
と

い
う
、
五

一
中
一年
生
の
外
崎
源

人
君
と
二
人
の
お
友
達
が
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
公
演
し
て
く
れ
ま

し
た
。
金
多

・
豆
蔵
の
や
り
と
り

に
、
子
供
達
も
大
よ
ろ
こ
び
、
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
く
ら
し
を
守
る

五
所
川
原
拝
察
宮

(引
取
間
帯

長
)
で
は
、

A

月
じ
円
、
持
察
印

刷
に
協
力
さ
れ
た
市
内
六
同
体
と

個
人
三
十
人
に
付
す
る
感
謝
状
の

附
q
ヒ
と
優
良
野
察
職
此
を
表
彰
し

ま
し
た
。

受
抗
さ
れ
た
万
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

(

敬
称
略
)

。
警
察
協
力
者

団
体
①

N
T
T
尺
所
川
原
支
眉
②

東
和
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

(金
太

郎
治
以
)
③
白
川
森
県
経
済
農
業
協

同
組
合
尺
所
川
原
支
所
④
有
限
会

社
沖
時
卒
倒
サ
ー
ビ
ス
⑤
有
限
会

社
相
ぺ
土
木
⑥
五
所
川
原
地
区
公

話
事
業
手
暴
力
対
策
協
議
会

個
人
・
川
浪
盟
登

・
三
しし
昭
造

・

浅
利
正
衛

・
山
口
徳
二

・
丸
海
老

祐
造

・
木
村
登
吉

・
中
野
附
六
・

鶴
存
正

一
・
平
泉
友
弘

・
下
滞
弘

通

・
田
中
公
雄

・
什
戸
千
之
・
前

川
斉

・
永
滞
栄
一

・
木
村
省
一

・

中
小
島
勲

・
寺
田
武
造
・
安
問
型
道

.
笹
森
操

・
斉
藤
間
行

@
優
良
警
察
職
員

-
A
7
和
彦

・
藤
田
明
彦

・

ι西
忠

・
小
川
再
文

・
須
藤
克
美

・
鎌
田

行
剛
・
池
田
裕

・
向
井
正
人

・
岡

田
信

一
・
古
谷
正
寿

・
佐
藤
浩

・

柿
崎
繁
信

・
川
端
学

・
崎
肝
辰
生

・
反
収
美
恵
子

・
石
川
文
仁

初心者スキー講習会

狼
肝
長
恨
公
悶
を
会
場
に
、

川
ト
丘
川
、
小

・
中
学
乍
い
か
ら
大

人
ま
で
、
約
じ
卜
人
が
参
加
し
て

初
心
行
ス
キ
l
誠
一
門
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

五
所
川
原
ス
キ
l
協
会
指
導
只

の
親
切
な
指
導
に
、
初
め
て
ス
キ

ー
に
挑
戦
と
い
う
人
達
も
、
方
向

転
換
か
ら
始
ま
っ
た
講
押
に
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
次
第
に
L
L
達、

什

一
色
の
附
界
を
梨
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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一
月
卜
三
H
、
市
立
図
唯一ハ館
で

行
わ
れ
た
冬
や
す
み
子
ど
も
の
つ

ど
い
に
は
、
保
育
園
児
や
小
学
生
、

父
兄
述
、
約
六
十
名
が
参
加
し
て

人
形
劇
の
「
金
多

・
豆
蔵
」
や
、

映
阿

「門
馬
と
ペ
ペ
ロ
少
年
の
日

険
」
を
観
ま
し
た
。

金
多
・
豆
蔵
は
、
小
学
校
五
年

生
の
と
き
か
ら
演
じ
て
い
る
、
と

い
う
、
五

一
中

一
年
生
の
外
崎
源

人
君
と
二
人
の
お
友
達
が
い

っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
公
演
し
て
く
れ
ま

し
た
。
金
多

・
豆
蔵
の
や
り
と
り

に
、
子
供
述
も
大
よ
ろ
こ
び
、
裂

し
い

一
円
と
な
り
ま
し
た
。
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募
集
期
間
 

平
成
六
年
一
月
十

圧
日
か
ら
平
成
六
年
二
月
十
五
日

応
募
資
格
 
次

の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
。
①
平
成
六
年
四
月
に

高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
に
入
学

志
望
の
人
。
 

②
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
か

つ
健
康
で
あ
る
が
、
著
し
く
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 

③
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。
 

④
過
去
三
年
間
、
全
教
科
の
平
均

成
績
が
一子
五
点
（
五
段
階
評
価
）
 

以
上
の
人
。
 

貸
与
金

額
 
Q
局
等
学
校
 
公

立
、
私
立
と
も
に
入
学
金
及
び
授

業
料
相
当
額
（在
学
期
間
）と
す
る
。
 

②
大
学
等
 
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
支
度
金
と
し
て
六
十
万
円
を

限
度
と
す
る
。
（
原
則と
し
て
各
種

学
校
、
専
門
学
校
は
認
め
な
い
。）
 

返
還
方
法
 

Q
局
等
学
校
 
奨

学
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
経
過
し

た
後
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の
 

平
成
六
年
度
奨
学

生
を

募
集
し

ま
す
 

倍
の
期
間
以
内
に
返
還
す
る
。
 

②
大
学
等
 
卒
業
の
翌
月
か
ら
六

カ
月
経
過
後
、
就
学
期
間
の
倍
の

期
間
以
内
に
返
還
す
る
。
 

③
返
還
金
額
に
は
利
息
を
付
さ
な

い
も
の
と
す
る
。
 

申
し
込
み
と
間
い
合
わ
せ
 
希
望

す
る
方
は
、
在
学
し
て
い
る
学
校

を
経
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
事

務
局
（
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

総
務
課
）
 （
内
線
二
九三
）
 

赤
十
字
社
員
増
強

・
 

一運
動
に
ご
協
力
を
ノ
 

日
赤
五
所
川
原
地
区
 

本
年
も
一
百
一
日
か
ら
、
県
内

一
斉
に
社
員
の
増
強
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
奉
仕
者
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
 一
世
帯
一
人
は
社
員
に
な

り
赤
十
字
事
業
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

▽
社
員
の
種
類
 

①

一
般
社
員
ー
毎
年
五
百
円
以
上

②
銀
色
特
別
社
員
ー
毎
年
千
円
以
上
 

③
金
色
特
別
社
員
ー
毎
年
三
千
円

以
上
（
銀
色
特
別
社
員
完
了
の
人

は
毎
年
二
千
円
）
 

④
銀
色
有
功
章
社
員
ー
二
十
万
円

以
上
（
三
年
払
い
で
も
可
）
 

⑤
金
色
有
功
章
社
員
ー
五
十
万
円

以
上
（
三
年
払
い
で
も
可
）
 

▽
主
な
事
業
 国
際
活
動
・災
害
救
護

活
動
・
医
療
活
動
・
血
液
事
業
・救
急

法
・水
上
安
全
法
・家
庭
看
護
法
の
講

習
・青
少
年
赤
ト
字
・赤
十
字
奉
仕
団

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

市
福
祉
事
務
所
日
赤
担
当
（
。
1
11
 

五
ー
一
二
一
一
）
（
内
線二
九
五
番
）
 

五所川原東高校に 
情報コース設置 

五所川原市羽野木沢にある県立五所川原東高

校では、管内でただ1校のみ普通科の中に情報

コースが設けられノることになりました。入学、 

卒業とも普通科の扱いで、就職や関連進路に有

利なワープロや情報処理技能の資格獲得を目キ旨

す授業が多く編成されているのが特色となりま

す。 これノに合わせ、学習環境の改善や、パソコ

ンの増設（一人 1台）の計画が進められています。 

資料を欲しい方・問い合わせ 五所川原東高等

学校教務（担当）森山 雪0173 - 29 - 2023 

交通災害共済に 
家族そろって加入しましよう 

会費】1 人年間350円 

共済期間 平成6年4月1日～平成7年3月31日 

加入申し込み ただいま予糸勺受イ寸中 

受付窓口 市役所民生部総合サービス課又は、 

市役所各支所 

浮結羊しくは、市役所民生部総合ヴービス課 

（内線281・282) 

国の教育口ーン（国民金融公庫） 

年4.1％に金利引き下げノ 
高校や大学、専修学校、各種学校などの入学

者や在学者は、国民金融公庫の「国の教育ロー 

ン」を利月手ナることができます。「国の教育ロー 

ン」は低利のうえ手続きが簡単て子す。 

）制度の概要 （フ融資限度額 学生・生徒お1 

人につき150万円以内。 

〇返済期間 8年以内。在学期間以内で元金

据置可能。（ただし、最長 4年） 

〇返済方法 元利均等毎月払い（ボーナス併

用返済、 スラニップ返済も可能） 

〇利率 年4.1%（平成6年1月10日） 

問い合わせ 国民金融公庫弘前支店（BO172-36-63O3) 

あなたの住まいづ〈りにおてつだい 

ト年金住宅融資の特長 
●最高2,020万円 年金の加人期間等により最高2,0 
20万円までの融資。●金利は年4.32%- ●無抽選
お申し込みは受付順です。●複数申し込み 同居す
る家族が被保険者であれば、複数の人が同時に借り
られます。●他の公的資金との組合わせ 公庫、財
形融資等と合わせて借りられます。●返済は元利均
等返済と元金均等返済の 2種類 返済方法は元利均
等返済と元金均等返済のいずれかから選べます。 
ト問い合わせ 

社団法人青森県厚生年金勤労者住宅協会 
〒 030 青森市橋本幻一目19番3号三井海上ヒソレ3F 
・雪0177(73)2077（代） 
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赤
十
字
社
員
増
強

運
動
に
ご
協
力
を
f

日
赤
五
所
川
原
地
区

本
年
も
二
月
一
白
か
ら
、
県
内

一
斉
に
社
員
の
増
強
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
奉
仕
者
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
一
世
帯

一
人
は
社
員
に
な

り
赤
十
字
事
業
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
社
員
の
種
類

①
一
般
社
員
|
毎
年
五
百
円
以
上

②
銀
色
特
別
社
員
|
毎
年
千
円
以
上

③
金
色
特
別
社
員
|
毎
年
三
千
円

以
上
(
銀
色
特
別
社
員
完
了
の
人

は
毎
年
二
千
円
)

④
銀
色
有
功
輩
社
員
l
二
十
万
円

以
上

(
三
年
払
い
で
も
可
)

⑤
金
色
有
功
章
社
員
|
五
十
万
円

以
上

(
三
年
払
い
で
も
可
)

マ
主
な
事
業

国
際
活
動
・災
害
収
護

活
動
・
医
療
活
動

・
血
液
事
業
・
救
急

法
・水
k
安
全
法
・
家
庭
居
地
法
の
市

開
・青
少
年
赤
卜
字
・赤
十
字
奉
仕
団

マ
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
日
赤
担
当
(
宮
三

五
l

二
一
一
一

)
(
内
線
二
九
五
番
)

以
上
の
人
。

貸

与

金

額

①
高
等
学
校
公

立
、
私
立
と
も
に
入
学
金
及
び
授

業
料
相
当
額
(
在
学
期
間
)
と
す
る
。

②
大
学
等
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
支
度
金
と
し
て
六
十
万
円
を

限
度
と
す
る
。(
原
則
と
し
て
各
種

学
校
、
山
中
門
学
校
は
認
め
な
い
。
)

返

還

方

法

@
両
等
学
校
奨

学
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
月
の
翌

円
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
経
過
し

た
後
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の

倍
の
期
間
以
内
に
返
還
す
る
。

③
大
学
等
卒
業
の
翌
月
か
ら
六

カ
月
経
過
後
、
就
学
期
間
の
倍
の

期
間
以
内
に
返
還
す
る
。

③
返
還
金
額
に
は
利
息
を
付
さ
な

い
も
の
と
す
る
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ

希
望

す
る
方
は
、
在
学
し
て
い
る
学
校

を
経
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
事

務
局
(
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

総
務
課
)
(
内
線
二
九
三
)

!器室宗主忌安室事学芸昔Z
Iが去内弁!奈物の学l二二にがで、人校人 資 ら 期
iτ 写在|利あ学 。ま。 格 平 間
l告間住難る業 た① 成
~ }~，、、しとがと は平次六平
~?全て認、も 大成の年成

|長教いや若に 学六す二六
‘r 科る竺し優 等年べ月年
1 、，の人ちく秀 に四て十-iM平 。。 学で 入月に五月
坦均 主資か 学に該日卜

l 五所川原東高校に l 
情報コース設置|

五所川原市羽野木沢にある県立五所川原来高

校では、包:内でただ 1校のみ千年:iill科の中に'情報

コースが設けられることになりました。入学、

卒業とも普通科の扱いで、就職や閲辿進路に有

利なワープ ロや情報処珂技能の資格独特を目指

す授業が多く編成されているのが特色となりま

す。これに合わせ、学有環境の改善や、パソコ

ンの瑚設(一人 1台)の計画が進められています。

資料を欲しい方・問い合わせ 五所川原東高等

学校教務(担当)森山 宮0173-29 -2023 

|交通災害共済に
家族そろって加入しましょう
会費 1人年間350円

共済期間 平成6年4月 1 1=1 ~平成7年3月 31 日

加入申し込み ただいま予約受付中

受付窓口 市役所民生部総合サービス謀又は、

市役所各支所

※詳しくは、市役所民生部総合サービス課

(内線281・282)

(閣の教育ローン(国民金融公庫)
年4.1%に金利引き下げ/

高校や大学、専修学校、各種学校などの入学

者や在学者は、国民金融公庫の「国の教育ロー

ン」を利用することができます。「匡|の教育ロー

ン」は低利のうえ手続きが簡単です。

b制度の概要 0融資限度額 学生 ・生徒お 1

人につき150万円以内。

0返済期間 8年以内。在学期間以内で元金

据置可能。 (ただし、最長 4年)

0返済方法 元利均等毎月払い(ボーナス併

用返済、ステップ返済も可能)

0利率 年4.1% (平成6年 1月10日)

問い合わせ 国民金融公庫弘前支庄(宮0172-36-6303)

あなたの住まいづくりにおてつだい
惨年金住宅融資の特長

・最高2.020万円 年金の加入JQJl/JĴ!平により段1勾2，0
20万円までの融資。 ・金利は年4 . 32%~ ・然紬選
お中し込みは受付Jllffです。 ・複数申し込み 同居す
る家ー族が被保険者であれば、被数の人が1，;j11!yに借り

られます。 ・他の公的資金との組合わせ 公成、財

形融資等と介わせて借りられます。 ・返済は元利均

等返済と元金均等返済の2種類 返済必法は元利均
等返済と元金均等泌が干のいずれかからili'べます。

炉問い合わせ

十上ltl法人J7森県J!i生年金勤労者イj二定協会
〒030t'f余Tli橋本2r 1J19醤343三;)1海上ヒγレ3F
. 80177 (73) 2077 (代)

平成6年2月1日7 



唐笠柳商業地区 ~ 

く●所川原都市計画図（変更）う ① 
五所川原I.cア金木へ 

、I！津軽鉄道 、 
" 

戦場に散った若い生命 

映画「月光の夏」 上映 
2月11日（金） 午前10時～正午・午後1時～3時 

五所川原市民会館 

2月12日（土） 午後 1時～3時・長橋小学校 

午後 6時～8時・飯詰コミセン 

2月13日（日） 午後 1時～3時‘栄コミセン 

大人1ぶx〕円（当日L500円）・中高大学生1,000円（当 

日1, 200円）・小学生800円（当日共） 

前売券取扱 学園堂・鶴常書店一小関書店・タカョ 

楽器店・木村米穀店（松島町）・文教堂 
「月光の夏」観賞会レ連絡先（0173)34-3999ぐ工藤〉 

都市計画（用途地域）が 
変更になります。 

1． 漆川地区の農用地地区汝）内、 42ha （糸勺12.6 

万土平） を工業系用途（工業専用地域）へ土

地利用の転換を図ります。 

2．唐笠杉田也区の農用地地区の内、2Oha（約6 

万坪）を商業系用途（近隣商業地域）へ土

地利用の転換を図ります。 

3‘ 工業地域である姥●を地区26ha (糸J7.8万坪） 

を住居系用途（第一種住居専用地域）へ用

途の転換を図ります。 

問い合わせ 都市計画課（内線 235・291) 

農業者年金を引き続き受けるため 

現況届の提出を忘れずに 
―現況届とはー 
年1回、毎年 2 月ごろ受給者のわ醜兄を確認す

るため農業者年金基金から直接送られます。 

農業者年金を引き続き受けるためには、この 

~ 「現況届」に市町才寸長の証明印をもらい 3月31 

’ 日までに農業委員会に提出しなければなりませ

ん。 「現況届」が提出されないときは、提出されノ

るまでの間、年金の支」ムいが一時差し止めにな

ります。 

問い合わせ 市農業委員会（内線 246) 

	交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 6年 1 月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 I 	内 五所川原市「管内 

多邑z主 4
+
 

ワ
］8
 

っ
」
［
'
  

く
 
う
 

 

1
+
 
7
2
 

 
死者 5

1
  

+
  

0
(
0
)
 

 
傷者 51

 
4
1
 
0
0
 

、
ノ
 
 

‘、
 

+
  

2
+
 
5

4
  ( ）内は前年対比。 

多三全は スピードダウンと ゆとりから 

能力開発セミナー（2月分） 

ポリテクカレッジ青森 
』6 コース名 主な内容 腺 定員 日数 開 講 日 時 

1
  

電子材料の
作成・評価 

新素材開発
応用技術の
基礎 

上
級
  

5
名
 

っ
。
日
 
 

2月 7 日（月） 
-'-2月 9 日（水） 
9 : 00-'-16 : 00 

2
  

情報通信 
受験準備 
講 習 n 

通信工学、 
伝送システ 
ム、法規等 

専
門
  

3
名
  

9
0
  

2月 8 日（火） 
~2月24日（木） 
毎週火、水、木 
9 : 00-16 : 00 

ト受講資格 学歴、年齢、性別は問いません。ト受講料

各コースとも、2,000円。トお申し込み・お問い合わせ 

（青森職業能力開発短期大学校）開発援助課 

a(0173)37 -3201（定員に達し次第締め切り） 

県内の交通事故概況議慶爵策協議会 
12月 累 計 

死
者
の

う
ち
 

飲酒運転による死者 9
、
ー
 
。
J、
ノ
。J、
ー
［
‘
、
ノ
5
、
／
 
 

1
3
7
44
5
67
7
55
9
22
1
 

 

発
生
 

死
者
  

424) 873 8,159 
(7,796) 高 齢 者 の 死 者 

9
(
8
)
 

 

'a
'n乙
  

1
5
 
7

う
 

シ
ー
ト
べ
ル
ト
 

着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 

非 	着 	用 	者 

傷
者
  

（着けていなかった人） 
1,017 
(893) 

9,910 
(9,486) 着けていれば 

助かったと思われる人 

( ）内は前年。累計は1 

10日、20日、30 

速報値のため後日変更することがあります。 
毎月I日は交通安全家庭の日 

月から。 

日は交通事故ゼロの日 

冬の野山を活歩する会 
2月2〇日（日） 

>9時～受付 レ10時～野外活動 1 
>12時～昼食（野外で） レ12時30分～野外活動 2 
>14時～閉会式・解散 

定員 50名〈小学校中学年以上〉 

粥かんどき、歩ぐスキーかは、ぐで6参勿でき才す

申し込み 電話で直接「県立自然ふれあいセンター」 

へ。容0172(62)4527又は（62) 8510・・‘午前 9時～午後 

4時30分 申し込み締め切り 平成6年2月14日明） 

平成 6年2月 1日 8 

|都市計画(用途地域)が
変更になります。

1 .漆川地区の農用地地区の内、 42ha (約12.6

万坪)を工業系用途(工業専用地域)へ土

地利用の転換を図ります。

2.唐笠柳地区の農用地地区の内、 20ha (約6

万坪)を商業系用途(近隣商業地域)へ土

地利用の転換を図ります。

3.工業地域である姥沼地区26ha (約7.8万坪)

を住居系用途(第一種住居専用地域)へ用

途の転換を図ります。

問い合わせ 都市計画課(内線 235・291)

国道339号

| 農業者年金を引き続閉山
現況届の提出を忘れずに
現況届とは 一
年 1回、毎年2月ごろ受給者の状況を確認す

るため農業者年金基金から直接送られます。

農業者年金を引き続き受けるためには、この

「現況届」に市町村長の証明印をもらい 3月31

日までに農業委員会に提出しなければなりませ

ん。「現況届」が提出されないときは、提出され

るまでの問、年金の支払いが一時差し止めにな

ります。

問い合わせ 市農業委員会(内線 246)

戦場に散った若い生命

映画「月光の夏」上映
2月11日(金) 午前10時~正午・午後 1 時~3 時

五所川原市民会館

2月12日(土) 午後 l 時~3 時・長橋小学校

午後 6時~8R寺 ・ 飯詰コミセン

2月13日(日) 午後 1 時~3 時 ・ 栄コミセン

大人1，300円(当日1，500円)・中高大学生1，000円(当

日1，200円)・小学生800円(当日共)

前売券取扱 学園堂 ・鶴常者底 ・小限:J1!}府 ・タカヨ

楽器庖 ・木村米穀庖(松島町)・文教堂
「月光の夏」観賞会b連絡先(0173)34 -3999 (T.Hii) 

1 能力開発セミナー.月分-

ポリテワ力レッラ青森
必コース名主な内容 対象定員日数 Ij~1 a待 μ11.'1'

電チ材料の 新素材開発 上 5 3 
2月7H ()J) 
~2 月 911 (木)作成・評価Ij応基礎用技術の 言法 名 日 9 :00~16:00 

↑!?報通信 通信工学、
2月8日(火)

~ti 3 91 ~2 月 24H (木)2 受験準備 伝送システ F1J 名 日毎週火、水、本講羽 目 ム、法規等 9 : 00~16 : 00 

砂受講資格 学歴、年齢、性別は間いません。砂受講料

各コースとも、2，000円。砂お申し込み ・お問い合わせ

(青森職業能力開発短期大学校)開発援助課

B (0173) 37 -3201 (定員に達し次第締め切り)

交通安全は家庭から

/lrlt 、 内 五所川原市管内

苦送金三
422 1 7 
(+ 87) (+ 2) 

死者
5 。
(+ 1 ) (0 ) 

傷者
540 25 
(+110) (+ Lj) 

1安全はスピー ドダウンと ゆ とりから

県内の交通事故概況 dJ3誌JA策協議会
12月 累計 飲酒運転による死者

発生
842 
(78，7，91659 ) 
死
高齢者 の 死者

(734) 者

の ソ 着(着けな用けれ義ばなら務ない人者) 
死者
9 147 
(8) (152) つ 卜

非(着けて新いなか用った人者) ち
ノ、、司、

者傷 l8 ，017 9.910 /レ 着助けていれば(893) (9:486) ト かったと思われる人

( )内は前年。累計は1月から。
速報値のため後日変更することがあります。
毎月1日は交通安全家庭の日
10目、 20日、 30日は交通事故ゼロの日

客の野山を活歩する会
2月20日(日)

じ>9日寺~受付 じ>10時~野外活動 1

19 
(37) 

49 
(45) 

69 
(77) 

57 
(59) 

25 
(21) 

じ>12日寺~昼食(野外で〕 じ>12時30分~野外活動2

C>14日寺~閉会式・解散

定員 50名 (小学校中学年以上〉
輪かんじき、歩くスキーがなくても参加できます

申し込み 電話で直接「県立向然ふれあいセンタ- J

へ。 密0172(62)4527又は (62)8510 午前 9 時~!F後

4時30分 申し込み締め切り 平成6年2月14n UI) 

平成6;f2月111 8 



の のび赤ちゃん・満 1歳 苑胃 

市役所 公351ユ111 /  

了 

献血 

期 日 時 	間 場 	所 

2月 7 日 

（月） 

午前10日寺カ、ら 

午二前11時30分まで 

午後 1日寺から 

午後 3時まで 

津軽 

東芝音響 

株式：会社前 , 
※献血していただいた全員に生化学的検査サー 

ビス 肝臓、腎臓等の内臓機能の働きを調べる

血液検査を行い、後日結果をお知らせします。 

~こ．」ー、-i-I' ．」．ー 	血液成分だけを献血1して 

H)cIJ 1+」八」」」」・ いただく方法です。「赤血球

など」0))戎分はお返しします。希望者は 2月10 

日まてH呆健環境課へ、 （内線268) 

期 日 日寺 	間 場 	所 

2月15日 

(丞D 

午前10時から

午後 3 時まて三 

市保健センター 

1階 

秋田谷将平ちゃん（唐笠柳・村崎） 

母・佳子さAノ ヒの女の子功切、学校1年生

なので、 よく一緒に遊んでくれるAプですよ。元

気で何より、 と思っています。将来は、やさし

い、思いやりのある人になってほしいですね。 成分献血 

身も心もさっぱり 健 康 教 室  へどうぞ 
ン内容 血一圧相談、病気の相談、心の相言炎 

健康についての話し 

＞料金 無 料 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます。 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

コミュニテイ
センター栄 

2月10日 
（木） 

1
J
 

d
.
 
 

0
 
2
 

加
 
加
 
叩
 

0
0
 

 

甘くみるとこわい 
子供の肥満を解消する 

(11 : 30-12 : 00) 

コミュニテイ
センター梅沢 

2月15日 
（火） 

10 : 
、 

12 : 

00 

00 
冬
 
操

の
1
1
 

健
3
0
 

?
 

康
1
2
 

体
0
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石畑集会所 
2月10日 
（木） 
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1
 
1
 
3
 
0
 
0
 

0
  

冬の運動不足を解消 
リフレッシュ体操 

(12 : 30-13 : 00) 

毘沙門・長富 
コミ .:2．ニテイ 
セ ン タ ー 

2月16日 
（水） 

10: 
、 

12 : 

30 

00 
呼吸法でもっと健康に 

(11 : 00-11 : 30) 

七 和 農 協 
2月10日 
（木） 

11: 
5 

13 : 

00 

00 
冬
 
操

の
1
1
 

健
0
0
 

?
 

康
1
1
 

体
3
0
 

 

北新集会所 
2月21日 
（月） 

12 : 
、 

13 : 

30 

30 

婦人の健康 
～更年期障害にっいて～ 

(12 : 30-'-12 : 50) 

森の家（若葉） 
2月13日 

(H) 

10 : 
5 

12 : 

00 

00 

婦人の健康 
～更年期障害にっいて～ 

(10 : 00~b0 : 20) 
高セ
 
野
ン
 
文

タ
 
化
一
 

 

2月22日 
（火） 

!
！
く
？・
■
 
 

1
 
1
 
0
 

2
 
3
 
3
 
0
 
0
 

 

尿失禁で 
なやまないために 

(10 : 30~li : 00) 

福 祉 会 館 
2月14日 
（月） 

10 : 
5 

12 : 

00 

00 

婦人の健康 
～更年期障害にっいて～ 

(10: 00-10 : 20) 
尻無集会所 

2月23日 
（水） 

10: 
、 

12 : 

30 

00 
肺がんを遠ざけよう 

(11 : 00~li : 30) 

唐笠柳保健協力員 
「橘菊江」宅 

2月14日 
（月） 

13 : 
、 

14 : 

00 

30 
肺がんを遠ざけよう 

(13 t 30-14 : 00) 
コミュニテイ
センター敷島 

2月24日 
（木） 

13 : 
、 

15 : 

00 

00 
心筋梗塞から身を守る 

(13 : 00-13 :15) 

コミュニテイ
ノ、ウス原子 

2月14日 
（月） 
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坂ノ上集会所 
2月24日 
（木） 
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婦人の健康 
～更年期障害にっいて～ 

(12 : 30-12 : 50) 

9 平成 6年2月1日 

みんなの健康教室 
レ日 時 2月25日（金）午後 10寺 

ン」易 所 市保健センター 

レ講 師 三 川 博先生（布施病院） 

ンテーマ 不眠症について 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

2月 如月

市役所宮35-2官官官

期 日 時 l百l 場 所

午前10時から
津軽

2月 7日 午前11時30分まで
東芝音響

(月) 午後 1時から 株式会社前
午後 3時まで

※献血していただいた全員に生化学的検査サー

ビス 肝臓、腎臓等の内臓機能の働きを調べる

血液検査を行い、後日結果をお知らせします。

E濁酒頭車iiil
血液成分だけを献血して

いただく方法です。「赤血球

など」の成分はお返しします。希望者は2月10

日まで保健環境課へ、(内線268)

日寺 「伺

午前10時から

午後 3時まで

場所

市保健センタ-

1階

のびのび赤ちゃん・満1歳

秋田谷将平ちゃん(唐笠柳・村崎)

母・佳子さん 上の女の子が小学校 1年生

なので、よく一緒に遊んでくれるんですよ。元

気で何より、と思っています。将来は、やさし

い、思いやりのある人になってほしいですね。

みんなの健康教室
b日時 2月25日(金)午後 1時

b場所 市保健センター
b講師 三 川 博先生(布施病院)

仁〉テーマ 不眠症について

仁〉主催 北五医師会 ・市保健協議会

| 身も心もさっぱり健康教室へどうぞ I
c>内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

健康についての話し

じ〉料金 無料

日N1m J.t'i所 fJljイ箆月日 f刻{在日年間lおはなしのテーマと時間

コミュニティ 2月10日 10∞13∞ 
甘子く(供み11のる肥3と0満~こ1わを2解い0消0す)る¥ ¥ 

センタ一栄 (木) 12∞14∞ 
2月101c1 12 : 30 冬の運動リ不足1をッ3解シ0消ュ0体) イI士H1集会所 フレ 燥
(木) 14 : 00 (12 : 30~ 

2月10日 11 : 00 冬の健康体操
仁平LI Jl!!e協

(木) 13 : 00 (11 : 00~11 : 30) 

2月13臼 10: 00 
財~人Ji:(年の10色JPijl0l降u0t 実について~森の家(ま\:~従)

(ICI) 12 : 00 ~10: 20) 

2 )j 14~1 10: 00 財~人!t年の期健康防古について~私"紙会自r(i
Ul) 12: 00 10 : 00~1O : 20) 

IH~空柳保健協)1 .tí 2月14I1 13: 00 肘iがんをi主ざけよう
「揃苦悩江J'1:..: (月) 14 : 30 (13 : 30~14 : 00) 

コミュニティ 2刀1411 11 : 00 冬の健康体繰
ノ、ウス 11;(( () 1) 12: 30 (11 : OO~ 11 : 30) 

9 平成6年2月1日

じ〉持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます。

開催場所 |井lイ佳月日 開1ll!U寺fllJ おはなしのァーマと時間

コミュニティ 2月15日 10: 00 冬の健康体操
センター術沢 (火) 12: 00 (11 : 30~12 : 00) 

J!t!.沙問 ・長1i; 2刀16日 10: 30 呼吸法でもっと健康に
コミュニティ
センター (水) 12 : 00 (11 : OO~ 11 : 30) 

2月21F1 12 : 30 
婦~人EE(年1の2期健康3障0害~について~~t 新集会所

(月) 13 : 30 12: 50) 

高野文化 2月2211 10: 30 尿失禁で

センター (火)
なやまないために

12: 30 (10 : 30~ 11 : 00) 

2刈23日 10: 30 肺がんを遠ざけよう
JjL~m 会i!lr

(水) 12 : 00 (11 : 00~11 : 30) 

コミュニティ 2)] 24日 13: 00 心筋梗塞から身を守る
センター放μ (木) 15 : 00 (13 : OO~ 13 : 15) 

2)] 241J 12 : 30 婦~人更年の期健康障害について~以ノJ:集会所
(木) 13: 30 12 : 30~12 : 50) 



食べ放題・飲み放題 

力ラオケ・ビンゴゲームなど 

景品等もあるよ,/ 
日時 平成6年 3 月 4 日（金）PM6 】 30- 

場所 五所川原市大町 『藤 吉 良B』 

参加料 1,000円（当日持参願います。） 

申し込み先 市農業委員会（"35 -2111 内線 

246）又はお近くの農協へ 

申し込み期限 2月21日（月） 

一 主催 五所川原市農業者年金協会・市農林課・ 

市農業委員会・五所川原市農協・七和農 

協・嘉瀬農協・津軽中央農協・川除第1 

農協 

家族でふるって参加しませんか 

冬フェスティバル 
五所川原観光協会 

'2月11日（金）菊ケ丘水郷公園 17: 30-- 
@）バルーンブ口ー（夜の熱気球） 

@）ミニガマ （かまくら） コンテスト 

☆参加資格 会社及び団体を対象 

●2 月13日（日） 

（く》五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

10 】 00～市民文化会館大ホーノレ 

（く》第 8回五所川原津軽凧揚げ大会 

9:30～岩木川河川公園 

@）第 3回雪上マウンテンバイククロスカントリーレース 

9: 30～菊ケ丘水郷公園 

@)J I)ーグ “これjがシュートだ” 

9 : 30～菊ケ丘水郷公園 

（く》親子虫ぞり曳き大会 

9 : 30～菊ケ丘水郷公園特設コース 

※申し込み・問い合わせ先 

ン五所川原市経済部商工観光課内観光協会事 

務局 雪0173 (35) 2111 内線（259・260) 

>Jリーグ・虫ぞり曳き大会 

市子連事務局長 三上 電35 - 8828 

ン凧揚げ大会 

五所川原津軽凧の会 一戸 雪36 - 2791 

※申し込み締め切り 

平成 6年1月25日（火） 

ミニガマコンノラニスト 1月31日（月）まて三 I
r
I
 

嚇嫡 難「rl『 

平成6年度市・県民税申告相談日程表 」 

地区 月 	日 曜
  

対 象 区 域 時 	「川 相談会場 

三
好
  

2'3 
2・4 

木

金
 

高瀬・鶴ケ岡 

藻川 

り
〕
 

0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
5
 

 

コミュニテイ
センター三好 

中

川
  

2-7 
2・ 8 

月
火
 

川山‘種井 

沖飯詰・桜田・中泊 

り
‘
 

0
 
0
 
0
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5
 

 

コミュニテイ
センター中川 

飯
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」
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】
 

9
1
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木
 

橋上・下岩崎 

橋下 

2
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
5
 

 

コミュニテイ
センター飯詰 

七
 
和
  

2・14 
2・15 
2・16 

月
火
水
 

原子・俵元 

羽野木沢・高野 

前田野目・持子沢 

2
 
0
 
0
 
0
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5
 

 

コミュニテイ
センター七和 

梅

沢
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1
『
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乙
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7
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木
金
 

梅田・中泉 
2
 
0
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1
5
 

 

梅沢コミュニ
テイセンター 

松
 
島
  

2・21 

2・22 
2・23 

月
 
火
水
 

吹畑・石岡（田園町含
む）・漆川（十川町含む） 

一野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山 

2
 
0
 
0
 

0
  

9
 
1
5
 

 

コミュニテイ
センター松島 

栄
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】
ワ
】
っ
］
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8
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木
金

月
 

みどり町 
稲実・姥落 

七ッ館・広田 

っ
‘
 

0
 
0
 
0
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1
5
 

 

コミュニテイ
センターさかえ 

毘
沙
門
 

っ
J
 
n
イ。
 
 

1
2
  

火
水
 

毘沙門 

長富 

り
‘
 

0
 
0
 
0
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1
5
 

 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

長
 
橋
 

ハJ
3

n
J
 
 

3
4
7
  

.
 

.
 

.
 
 

木
金

月
 

野里・豊成・福山 

戸沢・松野木 

浅井・神山 

2
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
5
 

 

コミュニテイ
センター長橋 

本
 

庁
  

3 ・8 

3 ・9 

3 ・10 

3' 11 

3・14 

3・15 

火
 
水
 
木
 
金
 

月
 
火
 

寺町・川端町・小曲・
長橋橋元・新宮町・新
宮岡田・新宮松元 

新町・柳町・栄町・田
町・八重菊・不魚住・
錦町・下平井町 

幾世森・柏原町・鎌谷
町・一ッ谷・烏森・下
り枝・弥生町・布屋町 
・幾島町 

末広町・上平井町・中
平井町・元町・旭町・
雛田・敷島町・蘇鉄 

岩木町・芭蕉・東町・
本町・大町・田川・若
葉・平和町・蓮沼

松島町・湊・湊団地 

00
00 

9 15 市民文化会館 

国民年金の社会保険料控除の
申告をお忘れなくー。 

匡1 民 年 金 保 険 料 の 額 

月
  

定
 
額
  

1月～ 3 月まて了 9,700円 

4月～12月まて了 10,500円 

額 
イ寸 力ロ 保 険 米斗 400円 

十
二
カ
月
分

の
合
計
額
 

定 額 の み 1 23,600円 

定 額 ＋ イ寸 力日 128,4Q0円 

平成 6年2月 1日 10 

食べ方妓皇・飲み放題

カラオケ・ビンゴゲームなど

景品等もあるよ/
日時 平成 6年 3月 4日(金)PM 6 ・ 30~

場所 五所川原市大 町 「藤吉郎」

参加料 1，000円(当日持参願います。)

申し込み先 市農業委員会 (335-2111 内線

246)又はお近くの農協へ

申し込み期限 2月211=1(月)

主催 五所川原市農業者年金協会 ・市農林謀・

市農業委員会 ・五所川原市農協・ 七和農

協・嘉瀬農協 ・津軽中央農協 ・川除第 1

農協

-家-族で芯〉-ぶ主主fるJつつで、参加しませfみbカ今了?P土-
ぺ 客」ウコ:主;工工 J又又交えj浄テイJパミ幻ωjルレじ ~己持
移吹低 校二芸五所;"11原観光協会主

EE咽E画面目祖伝司foln調 艶聞園田a剛 園
。バルーンブロー〈夜の熱気球〉

。 ミニガマ〈かまくら〉コンテスト

会参加資格 会社及び団体を対象

EB咽I~I闘=回=圃

。 五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦

10 : OO~市民文化会館大ホーノレ

。 第 8回五所川原津軽凧揚げ大会

9 : 30~岩木川河川公園

。 第3回雪上マウンテンバイククロスカントリーレース

9 : 30~菊ヶ丘水郷公園

。 Jリーグ“これがシュートだ"

9 : 30~菊ヶ丘水郷公園

@親子虫ぞり曳き大会

9 : 30~菊ヶ丘水郷公園特設コース

※ 申し込み・問い合わせ先

b五所川 原市経済部商工観光課内観光協会事

務局 宮 0173 (35) 2111 内線(259・260)

C>Jリーグ ・虫ぞり曳き大会

市子連事務局長 三 上 宮 35-8828 

b凧揚げ大会

五所川 原津軽凧の会 一戸 宮 36-2791 

※ 申し込み締め切り

平成6年 1月25日(火)

ミニガマコンテス ト 1月31日(月)まで

!平成6年度市・県民税申告相談日程表目

地鼠 Ji 11 時f 対象 I){ 域 11キ/1¥/ 相談会均

2・3 木 尚瀬・鶴ヶ岡 9 : 20 コミュニティ
虫干 2・4 金 品川 15: 00 センタ一三好

中 2・7 月 川μl・種+1: 9 : 20 コミュニティ
JII 2・8 火 対1飯詰・4長田・中泊 15 00 センターヰリ11

飯 2・9 水 僑上 ・下約崎 9 : 20 コ三ュニアイ
雲悶企ロ 2・10木 僑下 15: 00 センター飯

七 2・14月 l京+.依元 9 20 
2・15火 羽聖子木沢 ・高野 コミュニア手イl 

センターじ l
和 2 . 16 水 前日野日 ・持子11¥ 15: 00 

梅 2・17木 9 20 悔iI¥コミュニ枯』回 ・中泉
j尺 2・18金 15.00 ティセンター

総 2 .21 片
吹知l・石岡(日l脳間l含
む)・漆川(十川田l含む) 9 : 20 コミュニテμィ

2・22火 一型ft、F・太刀打・米凹 センター松
島 15: 00 
2・23水 水町尾 ・l杏笠相11・金山

2・24木 みどり闘J 9 : 20 
栄 2・25金 稲笑 ・姥記i

コミュニティ
センターさかえ

2・28月 七ッ館 ・広且l 15: 00 

毘沙門
3 . 1 火 昆沙門 9 : 20 毘沙門 ・長富コミ
3・2 水 長笛 15: 00 ュニティセンター

長 3・3 木 野里 ・主主成 ・福山 9 20 
コミュニア橋イ3・4 金 戸沢 ・松野木 センタ一長

4脅 3・7 月浅井・村1山 15: 00 

寺町・川端町 ・小曲・
3・8 火 長橋橋元・新吉田「 ・新

宮岡田 ・新宮松元

本
新町 ・柳田r.栄町・回

3・9 水町・ 八重菊・不魚住・
錦町・下平井町

幾世森 ・柏原田l・鎌谷

3・10
町・ーッ谷.，Cj森・下 9 : 00 
木り校・弥生町・布屋町 市民文化会飢

-幾品肝l 15: 00 

末広町・上平井町r.中
3・11 金平井町・元町 ・旭町 ・

斤
雛悶 ・敷必町・蘇鉄

岩木町 ・芭蕉・東田r. 
3・14月本田T・大町・田川・ 1寺

楽 ・平和町 ・蓮沼

3・15火松品町 ・湊 ・1奏|司地

国民年金の社会保険料控除の I

申告をお忘れなく一。 I

国民年金保険料の額

月
よiE 1 月 ~3 月まで 9，7 0 O/L/ 

額 4 月 ~12月まで 10，500p:.j 

額
イ、t力n1:呆 f苦従 来十 400j='-/ 

寸σコ { よE 額 σコ み 123，600P/ 
ーカ←AノH、
分)J組;)1 定 額+付力11 128，400F'-/ 

平成6勾2月1日 10 
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